
同
凧
旦
国
-
は
対
策
に
･
本
堰
を

▽
宮
崎
県
知
事
､
党
対
策
本
部
に
要
請
△

舶
嘘
項
削
生
活
支
援
な
ど
き
め
柵
か
く

公
明
党
.
B
肺
拠
防
疫
対

策
本
部
(
本
部
長
-
乗
順

東
国
原
知
事
(
右
端
)
か
ら

国
へ
の
要
望
な
ど
を
聞
く
乗

本
部
長
(
左
か
ら
2
人
目
)

ら
党
対
策
本
部
の
メ
ン
バ
ー

-
1
 
0
日
　
宮
崎
県
庁

治
副
代
表
)
は
1
 
0
日
､
宮
崎

県
庁
で
東
国
庶
英
夫
知
事

と
会
い
､
感
染
の
拡
大
防

止
対
策
な
ど
で
国
へ
の
要

望
を
聞
い
た
｡
東
本
部
長

の
ほ
か
､
石
田
祝
稔
事
務

慶
長
(
衆
院
議
員
)
､
西
博

義
衆
院
議
員
､
わ
に
ぶ
ち

洋
子
参
院
議
員
(
参
院
選

予
定
候
補
-
比
例
区
)
が

参
加
､
地
元
の
長
友
安
弘
､

新
見
昌
安
､
河
野
哲
也
の

3
県
議
も
同
行
し
た
｡

同
県
の
口
蹄
疫
感
染
･

感
染
疑
い
は
､
児
湯
方
面

の
川
南
町
､
都
農
町
を
中

心
に
拡
大
｡
鹿
児
島
､
熊

本
県
と
接
す
る
､
え
び
の

市
か
ら
も
感
染
が
確
認
さ

れ
､
現
在
ま
で
に
計
5
6
例

の
感
染
･
感
染
疑
い
が
確

認
さ
れ
､
殺
処
分
対
象
の

牛
や
豚
は
約
6
万
4
0
0

0
頭
に
上
っ
て
い
る
｡

席
上
､
東
国
原
知
事
は
､

1
 
0
年
前
の
流
行
に
比
べ
､

感
染
･
感
染
疑
い
が
拡
大

し
て
お
り
､
非
常
事
態
宣

言
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い

レ
ベ
ル
近
く
ま
で
事
態
は

ひ
っ
ば
V

逼
迫
し
て
き
て
い
る
､
と

指
摘
｡
｢
発
生
農
家
だ
け

で
な
く
､
畜
産
農
家
の
精

神
的
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き

く
､
極
限
状
態
に
あ
る
｣

と
し
て
早
急
な
国
の
支
援

を
訴
え
た
｡

具
体
的
に
は
､
①
無
利

子
融
資
制
度
な
ど
発
生
農

家
へ
の
生
活
支
援
②
殺
処

か
か

分
対
策
に
係
る
国
の
交
付

金
の
割
合
を
萌
行
5
分
の

4
か
ら
5
分
の
5
に
拡
充

③
初
動
防
疫
体
制
の
人
員

確
保
④
県
､
市
町
村
に
対

琴
つ
か
つ

す
る
包
括
的
な
財
政
支
援

措
置
⑤
風
評
被
害
防
止

ぴ
の
市
な
ど
が
対
策
に
苦

慮
し
て
い
る
現
状
を
目
の

当
た
り
に
し
て
､
｢
徹
底

し
た
国
の
支
援
の
必
要
性

を
痛
感
し
て
い
る
｣
と
強

調
｡
政
府
に
対
し
､
き
め

細
か
な
対
策
を
早
急
に
取

る
よ
う
に
要
請
し
て
い
く

こ
と
を
約
束
し
た
｡

こ
れ
に
先
立
ち
､
同
対

策
本
部
の
一
行
は
､
感
染

の
徹
底
･
-
⊥
仏
ど
を
求
め

た
｡
乗
本
部
長
ら
は
､
先
に

視
察
し
た
川
南
町
や
､
え

が
確
認
さ
れ
た
､
え
び
の

市
を
訪
れ
､
村
岡
隆
明
市

長
や
､
I
A
え
び
の
市
の

小
吹
敏
博
専
務
理
事
ら
か

ら
実
情
を
聴
取
｡
J
A
宮

崎
県
中
央
会
で
も
､
担
当

者
か
ら
､
国
へ
の
要
望
な

ど
を
聞
い
た
｡


